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三河港重要港湾指定50周年記念式典が開催されました

大村愛知県知事による主催者挨拶

※重要港湾：港湾法で定められる港湾の一区分。

海上輸送網の拠点となる港湾その他の国の利害に重大な関係を有する港湾として政令で定めるもの。

●昭和38年頃の三河港

●平成24年頃の神野地区

三河港は昭和37年5月に三河湾内の西浦・蒲郡・豊橋・田原の4

港を統合して誕生し、昭和39年に重要港湾※に指定されました。

重要港湾指定50周年を記念して、7月6日（日）に地元選出国会

議員、県及び市議会議員、関係首長、行政関係者、港湾関係企業等

約200名出席のもと、式典が開催されました。

式典後には、名古屋工業大学大学院の秀島栄三教授司会のもと、

日本港湾協会の鬼頭平三副会長、豊橋技術科学大学の大西隆教授、

サーラコーポレーションの神野吾郎代表取締役社長による「三河港

50年 その役割と次代への進路」をテーマにした記念鼎談が開催さ

れました。
ていだん

（三河港務所提供写真）
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海とみなとの相談窓口

三河湾環境チャレンジ

愛知工業大学学生が三河港を見学

蒲郡市内の小学生を対象とした、同市主催のイベント「三河湾環境チャレンジ

海の環境学習」が７月９日（水）に大塚小学校（５年生１０名）、７月１５日

（火）に竹島小学校（４年生６名）を対象に開催されました。

このイベントは、児童達が三河湾で海洋環境を調べたり、生きものに触れたりと

いった経験を通じて、生命の不思議や海の環境についての興味・関心を持ってもら

い、自分たちの身近な海である三河湾への理解を深めることを目的として平成１５

年より継続しているプロジェクトです。

三河港湾ぎゃらりー三河港湾ぎゃらりー

手作りの採取器具で採水（7/9 大塚小）

講義中の当事務所長 鈴木

イベント当日は、当事務所の港湾業務艇「しおさい」を使用した船上

学習として、「NPOシーブリーズ三河湾」の方や「蒲郡市生命の海科学

館」の方、当事務所職員が講師として乗船し、海水の採水や海の透明度

の測定を通じて今の三河湾の環境について学びました。

当事務所ではこのような環境学習の活動支援を通じて、三河湾の環境

についての興味や理解を一層深めてもらいたいと考えています。

愛知工業大学工学部都市環境学科

の学生32名が、7月14日（月）に三

河港の役割や港の施設について学ぶ

ため、三河港へ見学に訪れました。

最初に、当事務所長・鈴木より中

部圏における自動車産業等に対する

三河港の役割や港湾施設の整備状況

等、三河港の重要性について講義を

受けました。

その後、神野西ふ頭のコンテナターミナルへ移動し、ガントリークレーン※やストラドルキャリア※によるヤード

内でのコンテナ移動作業等を見学しました。一般の人では普段は見ることができない作業であるため、学生たちは

荷役機械の大きさに驚きながら興味津々に見入っていました。

コンテナターミナル見学中

竹島で調査中（7/15 竹島小）

※ガントリークレーン：コンテナを船から陸へ降ろしたり、陸から船へ積んだりする機械

※ストラドルキャリア：コンテナ１個を車体内に抱えて搬送する荷役機械


